
紹
　
介

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ピ
ゴ
ツ
ト
著

『
ケ
ル
ト
の
賢
者
「
ド
ル
イ
ド
」
』

　
鶴
岡
真
弓
訳

　
本
書
は
、
ω
羅
臼
鉢
℃
蒔
。
仁
義
軸
b
、
ミ
督

い
。
⇒
仙
。
戸
H
④
①
。
。
（
改
訂
版
H
㊤
誤
）
の
全
訳
で
あ

る
。
ド
ル
イ
ド
と
は
一
般
に
、
古
代
ケ
ル
ト
人
の

知
識
階
層
で
、
特
に
祭
司
な
ど
の
宗
教
的
役
割
を

担
っ
た
人
々
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
著
者
ピ

ゴ
ッ
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学
者
で
、
～
時
期

イ
ン
ド
に
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
研
究
範

囲
は
、
ケ
ル
ト
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
史
考
古

学
か
ら
イ
ン
ド
の
先
史
考
古
学
に
及
ん
で
い
る
。

本
書
は
五
章
か
ら
な
り
、
（
原
著
で
は
四
章
で
あ

り
、
原
著
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
が
本
書
の
五
章
に
当
た

る
）
現
在
で
も
、
英
語
で
書
か
れ
た
ド
ル
イ
ド
に

関
す
る
基
本
文
献
と
し
て
、
版
を
重
ね
て
い
る
。

以
下
、
順
を
追
っ
て
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。

　
第
～
章
で
は
、
ド
ル
イ
ド
に
関
す
る
基
本
的
な

史
料
の
紹
介
と
ド
ル
イ
ド
研
究
の
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
る
。
ド
ル
イ
ド
に
関
す
る
史
料
は
三
種
類
に

大
別
で
き
る
。
考
古
学
的
史
料
、
図
像
と
碑
文
、

文
献
史
料
で
あ
る
。
文
献
史
料
は
、
さ
ら
に
古
典

古
代
の
文
献
と
古
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
の
文
献
に
分

け
ら
れ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
考
古
学
に
よ
る
古
代
ケ
ル
ト
の

社
会
、
宗
教
研
究
の
成
果
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

考
古
学
的
史
料
を
中
心
に
、
古
典
文
献
を
補
助
テ

ク
ス
ト
と
し
て
用
い
な
が
ら
、
古
代
ケ
ル
ト
の
社

会
、
宗
教
の
性
質
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
る
。

そ
の
範
囲
は
、
社
会
に
関
し
て
は
ケ
ル
ト
人
の
食

料
か
ら
、
農
耕
、
牧
畜
を
中
心
と
し
た
経
済
活
動
、

金
属
加
工
の
技
術
、
オ
ッ
ピ
ド
ゥ
ム
、
社
会
構
造
、

宗
教
に
関
し
て
は
、
森
の
中
の
聖
域
、
供
儀
の
た

め
の
竪
穴
、
彫
像
、
墓
、
に
ま
で
及
ぶ
。
こ
れ
ら

の
も
の
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
ケ
ル
ト
世
界
は
、

「
地
域
に
よ
っ
て
農
耕
と
放
牧
の
比
重
は
異
な
る

が
、
黎
に
よ
る
農
耕
と
放
牧
と
を
経
済
基
盤
と
す

る
未
開
の
社
会
」
で
あ
り
、
「
戦
士
が
特
権
化
さ

れ
、
部
族
、
氏
族
、
同
族
、
一
族
闘
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
略
奪
と
戦
闘
だ
け
が
尊
敬
に
値
す
る
価
値

を
生
み
、
名
声
を
維
持
す
る
方
法
だ
っ
た
」
英
雄

の
祉
会
で
あ
る
。
考
古
学
的
史
料
か
ら
宗
教
活
動

に
つ
い
て
推
論
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
ケ

ル
ト
世
界
に
も
、
古
典
世
界
に
お
け
る
「
世
界
」

の
観
念
に
比
較
し
う
る
観
念
と
難
所
が
あ
っ
た
。

　
第
三
章
で
は
、
文
献
史
料
に
現
れ
る
ド
ル
イ
ド

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
ピ
ゴ
ッ
ト
は
、
古
典
古

代
の
文
献
史
料
に
関
し
て
は
、
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク

の
研
究
（
O
訂
傷
鼠
。
ぎ
§
馬
∪
ミ
帖
子
○
銀
鎌
嶽

一
〇
①
①
）
を
重
視
し
、
彼
女
の
研
究
に
基
づ
い
て
、

共
和
政
期
ロ
ー
マ
の
哲
学
者
ポ
セ
イ
ド
ニ
オ
ス
に

由
来
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ポ
セ
イ
ド
ニ
オ
ス
系
の
文

献
と
、
紀
元
一
世
紀
以
降
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

学
派
の
学
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
系
の
文
献
と
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
チ
ャ

ド
ウ
ィ
ッ
ク
は
文
献
学
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
ら
を

扱
っ
て
い
る
が
、
ピ
ゴ
ッ
ト
は
「
原
始
主
義
（
プ

リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
）
」
の
概
念
を
重
視
し
、
ポ

セ
イ
ド
ニ
オ
ス
系
の
文
献
は
、
「
硬
質
の
原
始
主

義
（
ハ
ー
ド
・
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
）
」
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ア
系
の
文
献
は
「
柔
軟
な
原
始
主
義

（
ソ
フ
ト
・
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
）
」
に
当
た

る
と
す
る
。
前
者
は
直
接
の
経
験
に
基
づ
い
て
お

り
、
事
実
に
即
し
た
見
方
を
し
て
い
る
が
、
後
者

に
描
か
れ
て
い
る
ド
ル
イ
ド
は
「
高
貴
な
る
野
蛮

人
」
の
神
話
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。
中
世
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
の
文
献
は
、

英
雄
課
と
叙
事
詩
的
物
語
、
法
令
集
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
記
さ
れ
た
も
の
は
古
典
文
献
と
は
全
く

異
な
る
世
界
で
あ
る
。
ピ
ゴ
ッ
ト
は
こ
れ
ら
の
史

料
の
扱
い
に
は
慎
重
で
、
安
易
に
古
典
文
献
と
結
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び
つ
け
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
文
献
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
ド
ル
イ
ド
は
、
聖
俗
両
面
に
わ
た
る
伝

統
的
な
知
識
を
蓄
え
、
そ
れ
ら
を
伝
え
て
い
く
知

識
人
階
層
で
あ
り
、
ピ
ゴ
ッ
ト
は
そ
の
よ
う
な
階

層
を
祭
司
集
団
と
規
定
す
る
。
そ
の
役
割
は
、
教

育
者
と
し
て
次
代
の
も
の
に
神
事
や
慣
習
法
、
暦

の
作
成
な
ど
の
知
識
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
、
法
律

の
知
識
の
運
用
、
争
い
の
裁
定
、
供
華
や
宗
教
的

な
儀
式
の
管
理
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
ド
ル
イ
ド

の
知
識
は
形
而
上
的
な
思
索
や
信
仰
と
、
謄
の
作

成
の
よ
う
な
実
用
的
な
知
識
と
に
分
か
れ
て
い
た
。

前
者
の
も
の
と
し
て
は
、
不
死
、
霊
魂
不
滅
の
信

仰
が
有
名
で
あ
り
、
後
者
の
例
と
し
て
は
コ
リ

ニ
ー
の
暦
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
第
四
章
で
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
現
代
ま
で
の

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ド
ル
イ
ド
の
イ
メ
ー

ジ
の
変
遷
が
、
思
想
史
の
中
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
ド
ル
イ
ド
に
つ
い
て
創
造
さ
れ

た
神
話
で
あ
る
。
中
世
以
隆
、
ド
ル
イ
ド
は
忘
れ

去
ら
れ
た
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
が
始
ま
り
、
古
典
文

献
が
再
発
見
さ
れ
る
と
、
ド
ル
イ
ド
も
ま
た
再
発

見
さ
れ
た
。
英
国
で
は
、
十
六
世
紀
宋
ま
で
に
多

数
の
古
典
文
献
の
翻
訳
が
出
版
さ
れ
、
一
般
の
教

養
人
も
ド
ル
イ
ド
に
関
す
る
史
料
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ド
ル
イ
ド
は
、
ま
ず
洪
水
神
話

と
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

ガ
リ
ア
人
は
国
家
の
神
話
的
基
礎
と
見
な
さ
れ
、

ド
ル
イ
ド
を
賛
美
す
る
一
連
の
著
作
が
書
か
れ
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
三
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
古
代

の
ブ
リ
ト
ン
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
ア
メ
リ
カ
先
住
民

と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
。
十
七
世
紀
に
は
、
新
大
陸

で
の
見
聞
と
、
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
な
ど
の
先
史
時

代
の
遺
跡
の
ブ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
結
び
つ
け
ら

れ
た
。
十
八
世
紀
の
初
め
に
な
る
と
、
ス
ト
ゥ
ク

リ
ー
の
著
作
に
よ
っ
て
、
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
や
エ

イ
ブ
ベ
リ
ー
な
ど
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を
ド
ル

イ
ド
と
結
び
つ
け
る
考
え
方
が
一
般
化
し
た
。
こ

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
十
九
世
紀
の
ロ
マ
ン
主
義
者
た

ち
に
よ
っ
て
膨
ら
ま
さ
れ
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
イ

オ
ロ
・
モ
ル
ガ
ヌ
ウ
グ
（
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
）
は
、
「
マ
イ
ン
・
ゴ
ル
セ
ッ
ズ
」
を
捏
造

し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
は
ド
ル
イ
ド
を
エ

ル
サ
レ
ム
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
も
た
ら
し
た
究
極

の
存
在
と
見
な
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ド
ル

イ
ド
の
イ
メ
ー
ジ
は
古
典
文
献
か
ら
離
れ
て
一
人

歩
き
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
「
ド

ル
イ
ド
団
」
が
存
在
し
、
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
で
夏

至
の
臼
に
儀
式
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
古
典

文
献
ど
こ
ろ
か
、
ス
ト
ゥ
ク
リ
ー
ら
の
見
解
か
ら

も
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
。

　
第
五
章
に
お
い
て
は
、
本
書
の
ま
と
め
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
ド
ル
イ
ド
に
は
、
「
事
実
と
し
て

の
ド
ル
イ
ド
」
と
「
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
ド
ル
イ

ド
」
の
二
種
類
が
存
在
す
る
。
「
事
実
と
し
て
の

ド
ル
イ
ド
」
は
、
イ
ン
ド
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の

社
会
制
度
を
構
成
す
る
要
素
で
、
宗
教
を
司
っ
た

階
層
で
あ
る
。
「
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
ド
ル
イ
ド
」

は
、
実
体
か
ら
離
れ
て
、
虚
構
化
さ
れ
た
も
の
で
、

「
黄
金
の
時
代
」
や
「
高
貴
な
る
野
蛮
人
」
と
結

び
つ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
、

そ
の
時
代
の
社
会
制
度
や
価
値
観
に
旛
じ
て
再
発

見
さ
れ
た
。
最
後
に
ピ
ゴ
ッ
ト
は
、
現
代
に
も

「
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
ド
ル
イ
ド
」
が
存
在
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ガ
ロ
日
ブ
リ
ト
ン
語
で
書
く
ド
ル
イ
ド
な
の
で

は
な
い
か
、
と
述
べ
、
本
書
を
結
ん
で
い
る
。

　
最
後
に
、
紹
介
者
の
感
想
を
簡
単
に
述
べ
た
い
。

ピ
ゴ
ッ
ト
は
考
古
学
的
史
料
か
ら
、
ケ
ル
ト
人
の

社
会
や
宗
教
に
つ
い
て
安
易
に
憶
測
を
重
ね
る
こ

と
は
せ
ず
、
そ
の
扱
い
は
慎
重
で
、
史
料
の
紹
介

も
詳
し
い
。
原
著
の
刊
行
か
ら
歳
月
を
経
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
特
に
考
古
学
に
関
す
る
部
分
は
改

訂
が
必
要
な
部
分
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、

本
書
で
の
史
料
の
扱
い
方
や
情
報
は
な
お
有
益
な

も
の
で
あ
ろ
う
。
文
献
史
料
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
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チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
な
ど
の
先
行
研
究
に
依
拠
し
て

い
る
感
が
強
い
も
の
の
、
思
想
史
の
文
脈
の
中
で

と
ら
え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
見
方
を
提

供
し
て
い
る
。
さ
て
、
近
年
の
ケ
ル
ト
研
究
の
傾

向
と
し
て
、
少
な
く
と
も
、
ブ
リ
テ
ン
や
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
「
ケ
ル
ト
」
と
い
う
概
念

を
用
い
て
考
察
す
る
こ
と
の
有
効
性
に
対
す
る
疑

念
が
出
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学
者
の

間
で
は
ブ
リ
テ
ン
島
へ
の
ケ
ル
ト
人
の
大
規
模
な

移
住
や
侵
入
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
い
わ
ゆ

る
「
島
の
ケ
ル
ト
扁
と
い
う
も
の
は
、
近
代
の
捏

造
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
優
勢
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

従
っ
て
、
従
来
の
ケ
ル
ト
の
枠
組
み
の
再
考
が
現

在
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
ケ
ル
ト

の
枠
組
み
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
き
た
の
か
を

知
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
の
第
四
章
に
は
そ
の
経

過
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
参
考
と
な
る
。
本
書
は

ケ
ル
ト
や
ド
ル
イ
ド
に
関
心
の
あ
る
者
に
と
っ
て

は
基
本
文
献
と
し
て
、
ま
た
、
ド
ル
イ
ド
の
研
究

に
は
、
考
古
学
、
文
献
学
、
醤
語
学
、
思
想
史
な

ど
様
々
な
分
野
に
わ
た
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
の

で
、
学
際
的
な
研
究
の
必
要
が
叫
ば
れ
て
い
る
今

日
、
そ
の
一
例
と
し
て
歴
史
学
や
考
古
学
を
学
ぶ

者
に
と
っ
て
も
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ

れ
る
。
な
お
、
本
書
の
訳
者
、
鶴
稠
真
弓
氏
ら
の

編
著
噸
ケ
ル
ト
の
宗
教
ド
ル
イ
デ
イ
ズ
ム
』
（
岩

波
書
店
、
一
九
九
七
）
に
は
、
ド
ル
イ
ド
に
関
す

る
古
典
史
料
の
翻
訳
や
、
今
世
紀
の
ド
ル
イ
ド
研

究
史
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
中
に
現
れ
る
ド

ル
イ
ド
像
の
変
遷
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
本

書
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
本
書
で
述
べ
ら
れ

た
も
の
と
は
ま
た
別
の
ド
ル
イ
ド
の
㎝
面
を
発
見

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
四
六
判

｝二

ｵ
｝
二
頁
　
二
〇
〇
〇
年
…
月

　
　
講
談
社
　
三
二
〇
〇
円
）

（
疋
田
隆
艇
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

受
贈
雑
誌

　
　
　
　
（
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
日
～

　
　
　
　
二
〇
〇
〇
年
八
月
三
一
日
）

立
命
館
文
学
　
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
五
六

　
五

岐
阜
経
済
大
学
論
集
　
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）

　
三
四
一
一

史
　
と
美
術
　
（
史
遊
美
術
同
孜
会
）
七
〇
一
五
、

　
六
、
七

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
　
（
薪
潟
県
立
歴
史

　
博
物
館
）
創
刊
号

人
類
学
雑
誌
　
（
日
本
入
類
学
会
）
一
〇
八
一
一
、

　
二

白
酢
囚
史
学
　
　
（
白
山
史
学
会
）
一
二
⊥
ハ

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
　
（
東
洋
大
学
）
五
三
史

　
学
科
篇
二
五

信
濃
　
（
信
濃
史
学
会
）
五
ニ
ー
六
、
七
、
八

史
学
研
究
　
（
広
島
史
学
研
究
会
）
二
二
八

東
洋
史
研
究
　
（
東
洋
史
研
究
会
）
五
九
－
皿

研
究
紀
要
　
（
尾
道
短
期
大
学
）
四
九
…
一

経
済
科
学
　
（
名
古
屋
大
学
経
済
学
研
究
科
）
四

　
八
－
一

釜
山
史
学
　
（
釜
山
大
学
校
史
学
会
）
二
四

法
学
史
林
　
（
法
政
大
学
法
学
史
林
協
会
）
九
七

　
一
三
、
四
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